１３．基 礎 工

13-1　記入上の留意点

　基礎工の記入上の留意点
（1） 基礎工は、汎用性の高い直接基礎と杭基礎を対象とした。
（2） ＳＩ単位系を使用する。
 標準値、単位等はＳＩ単位系を使用する。（別紙参照）
（3） 照査のフローチャート
1)　照査の骨格的手順を示した。
2)　地震時保有水平耐力法による検討は、上部工が行われている時のみ適用する。
（４）総括表
1)　直接基礎と杭基礎は、別様式とした。
2)　本表により、基礎工構造物の安定が総括チェックできる表とした。
3)　総括表は、設計担当者が記入する。
（５）照査は、確認欄を担当技術者が記入した上で、照査欄を照査技術者が第３者の目で確認し、それぞれチェックマークを記入する。
（６）設計内容(要点)記載表
1)　チェックに当たっては、適用基準を明確にすること。
2)　本照査の手引書は、道示Ⅳ，Ⅴを基調として作成している。
3)　各基準の相互乗り入れ（つまみ食い）は、できるだけ避けるものとする。やむを得ない場合は、打合せ事項で整理するものと
する。
4)　基礎工は、機場工等工種の一部品として位置づけられるものである。したがって、チェック内容が細かくなるので、煩瑣を避けるため別紙方式を導入している。
5)　設計内容（要点）記載表の該当項目欄は、チェックマーク又は、必要事項を記入する。
〈資料〉
　　　　　                    SI（国際単位系）への換算率表
	量
	SI単位以外
	SI単位
	SI単位への
換　算　率

	
	名　　　　称
	記　号
	名　　　　称
	記　号
	

	力
	重量キログラム
	載
	ニュートン
	Ｎ
	9.80665

	応　力
	重量キログラム毎
平方センチメートル
	載/遍
	パスカル
	Pa
	9.80665

9.80665×10-2

	
	
	
	ニュートン毎
平方ミリメートル
	Ｎ/mm2
	

	圧　力
	重量キログラム毎
平方センチメートル
	載/遍
	パスカル
	Pa
	9.80665

	仕　事
	重量キログラム
メートル
	載･ｍ
	ジュール
	Ｊ
	9.80665

	加速度
	ガル
	gal
	メートル毎秒毎秒
	m/s2
	10-2

	
	ジー
	g
	
	
	9.80665

	角　度
	度
	°
	ラジアン
	rad
	π/180


（注）SI単位以外の量×SI単位への換算率＝SI単位における量
　　　例：1載×9.80665 ＝ 9.80665N
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